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朝倉梯子獅子青年会が令和４年度地域伝統芸能奨励賞を受賞 
 

 

 

 

１ 朝倉梯子獅子青年会について 
 
牟山神社の大祭において、梯子獅子の舞を欠かすことなく奉納するため、演技技術の伝承・

保存及び継承者の育成に取り組んでいる高校生から２４歳までの若手の集まりです。 

梯子獅子の演技は、危険と隣りあわせのため、厳しい練習を行い、地域の伝統文化の継承に

取り組んでいます。 

 

２ 地域伝統芸能奨励賞について  

地域に伝わる伝統芸能の技の継承のために日頃から地道な努力と研鑽を重ねている将来有望

な新人等を発掘し、激励することを目的に創設された賞で、毎年全国から１団体が受賞してい

ます。 

 

３ 第３０回地域伝統芸能全国大会について 

 開催期間 １０月８日（土）・９日（日） 

 開催場所 山口県山口市 

年 1回、 国内、海外の地域伝統芸能が一堂に集まって競演する全国規模の催しで、期間 

中には、さまざまな共催イベントも開催されます。 

高円宮殿下記念地域伝統芸能賞等と合わせて、地域伝統芸能奨励賞の表彰式も行われ、朝 

倉梯子獅子の公演も行われる予定です。 

                        

                         

商工振興課 
担当：観光・ｅスポーツチーム  畠 

（０５６２－３６－２６６４） 

 朝倉梯子獅子青年会は、（一財）地域伝統芸能活用センターが行う、地域伝統芸能等に

関わる団体・個人を対象に顕彰する事業において、地域伝統芸能奨励賞を受賞しました。 

 

朝倉の梯子獅子の様子 


